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１．研究の目的と方法

　平成 19 年から始まった全国学力・学習状況調査
は、令和 6 年で 18 回目の実施となった。この間、
平成 23 年の東日本大震災、令和 2 年の新型コロナ
ウイルス感染症による実施の中止があったものの、
小学校算数では、456 設問の調査問題が作成された。
　国立教育政策研究所では、調査実施日に「調査問
題」、「正答例」、「解説資料」を公開し、調査問題と
出題の趣旨、学習指導要領との対応や解答類型の設
定について説明をしている。また、調査後には「報
告書」が作成され、各類型の反応率や学習指導に関
する視点、調査問題を活用した授業アイディア例を
公開している。

　これまでの調査問題のうち、平成 19 年から小学
校算数で調査している問題の 1 つに、三角形の面積
に関する内容がある。国立教育政策研究所による調
査結果の分析では、『令和 3 年度全国学力・学習状
況調査報告書　小学校算数』（以下『R3 報告書』な
どとする）において、「三角形の面積の求め方につ
いて理解することに課題がある」（国立教育政策研
究所、2021b、p.8）と述べられている（表 1）。『R3
報告書』では、三角形の面積を求める問題について
経年比較しており、問題の状況によって正答率及び
典型的な誤答の反応率の変化が指摘されている。本
稿では、『R3 報告書』の指摘を踏まえ、全国学力・
学習状況調査の調査問題の結果に着目し、三角形の
面積に関する児童の実態と課題を明らかにする。

＊　日本女子大学人間社会学部教育学科助教

表１　三角形の面積に関する問題の概要と典型的な誤答
（国立教育政策研究所、2021b、p.41）
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　本稿の目的は、小学校第 5 学年における三角形の
面積に関する児童の実態と課題を明らかにすること
である。そのために、小学校学習指導要領解説をも
とに、図形領域における三角形を含む第 5 学年の面
積に関する内容とその取扱いを整理する。次に、こ
れまでの全国学力・学習状況調査について、小学校
算数における第 5 学年三角形の面積の問題の結果を
分析する。そのうえで、それらの結果を比較するこ
とで、児童の三角形の面積に関する実態と課題を述
べる。

２．�小学校学習指導要領解説算数編におけ
る三角形の面積の内容と位置付け

　『小学校学習指導要領解説算数編』では、第 5 学
年の図形領域の 1 つに、「平面図形の面積」に関す
る内容が位置付けられている。

B（ 3 ）平面図形の面積
（ 3  ）平面図形の面積に関わる数学的活動を通し

て、次の事項を身に付けること ができるよ
う指導する。 

　ア 　次のような知識及び技能を身に付けるこ
と。

　　（ア ）三角形、平行四辺形、ひし形、台形の
面積の計算による求め方について理解す
ること。

　イ 　次のような思考力、判断力、表現力等を
身に付けること。

　　（ア ）図形を構成する要素などに着目して、
基本図形の面積の求め方を見いだすとと
もに、その表現を振り返り、簡潔かつ的
確な表現に高め、公式として導くこと。

　「第 5 学年では、第 4 学年における学習した長方
形や正方形の面積の学習を踏まえ、直線で囲まれた
基本的な図形の面積について、必要な部分の長さを
測り、既習の長方形や正方形などの面積の求め方に
帰着させ計算によって求めたり、新しい公式をつく
り出し、それを用いて求めたりすることができるよ
うにすること」（文部科学省、2018、p.256）をねら
いとしており、三角形、平行四辺形、ひし形、台形
といった図形の面積の求め方を扱う。ここでは、

「既習の考えや経験を基に面積の求め方を考えたり、
公式をつくったりする過程を重視することが大切で
ある」（文部科学省、2018、p.256）と記されており、
面積を求める公式を教えたり、計算の練習をするの
ではなく、既習の内容や経験から面積の求め方を考
えたりすることを重視している。
　『小学校学習指導要領解説算数編』では、第 5 学
年における三角形、平行四辺形、ひし形及び台形の
面積の計算による求め方については、既習の内容で
ある第 4 学年までに学習してきた長方形、正方形の
面積に帰着させ、計算によって求められることを理
解することが記されている。この計算による求め方
を通して、三角形や平行四辺形、ひし形及び台形の
面積が公式で求められることを理解し、それらを公
式を使って求められるようにすることが意図されて
いる。この過程において、「三角形や平行四辺形の
底辺や高さの関係の理解を確実にすることが必要で
ある」（文部科学省、2018、p.257）ことが述べられ
ている。等積変形といった図形の操作活動に伴っ
て、底辺をどこに取るかで高さが決まることを理解
させること、底辺の取り方を変えて面積を求め、そ
れぞれの結果を比べる活動を取り入れることから、
底辺をどこにとっても面積は同じであることを実感
を伴って理解できるようにすることが大事であり、
図 1 のように三角形と平行四辺形の底辺と高さの関

図１　三角形と平行四辺形における底辺と高さの関係
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係が記された図が掲示されている。
　また、基本図形の面積の求め方を見いだすことと
して、図形を構成する要素などに着目して、既習の
求積可能な図形の面積の求め方を基に考えたり、説
明したりすることが大切であることが記されてい
る。その際、下記のような考えとその例である図 2
が記されている。
　①　 図形の一部を移動して、計算による求積が可

能な図形に等積変形する考え
　②　 既習の計算による求積が可能な図形の半分の

面積であるとみる考え
　③　 既習の計算による求積が可能な図形に分割す

る考え
　「基本図形の面積の求め方を考える中で、上記の
ような数学的な見方・考え方を働かせることによっ
て、児童が自ら工夫して面積を求めることができる
ようにすること」、「図形について数学的な見方・考
え方を働かせることで、三角形などを組み合わせた
形や一般の四角形などの面積の求め方を考え、測定
できるようにするといった発展的に考察する態度を
養うこと」が大切であることが『小学校学習指導要
領算数編』では述べられている。
　なお、三角形の面積の求め方について小学校算数
の教科書を見比べると、その求め方は教科書会社に
よって異なる。小学校算数の教科書全 6 社のうち、
5 社は平行四辺形の面積の求め方を先に扱い、その
あとに三角形の面積の求め方を扱う。残りの 1 社は
三角形の面積の求め方を先に扱い、そのあとに平行
四辺形の面積の求め方を扱う。
　具体的には、平行四辺形の面積の求め方を先に扱
い、そのあとに三角形の面積の求め方を扱う場合
は、平行四辺形を長方形に変形することで、平行四
辺形の面積の求め方を長方形の面積の求め方に帰着

させ、「底辺×高さ」を見出す。そのうえで、三角
形の面積について、2 つの三角形を組み合わせるこ
とで平行四辺形や長方形に変形できることなどをも
とに、三角形の面積が「底辺×高さ÷ 2」で求めら
れることを見出す。そのあとに、鈍角三角形のよう
に高さが三角形の内部にない三角形について面積の
求め方を考える構成となっている。
　三角形の面積の求め方を先に扱い、そのあとに平
行四辺形の面積の求め方を扱う場合は、直角三角形
の面積を最初に扱い、長方形をもとに面積の求め方
を考え、鋭角三角形の場合へと発展し、「底辺×高
さ÷ 2」で求められることを見出す。そのうえで平
行四辺形の面積について、三角形が 2 つであること
や、長方形へと変形できることから、平行四辺形の
面積が「底辺×高さ」で求められることを見出す。
そのあとに、鈍角三角形のように高さが三角形の内
部にない三角形について面積の求め方を考える構成
となっている。

３．�全国学力・学習状況調査の結果からみ
た第 5学年三角形の面積の問題

（1）分析の対象
　これまでの全国学力・学習状況調査小学校算数に
おいて、三角形の面積に関する内容が出題されたの
は、表 2 のとおりである。   

　

図 2　面積を求める考え方
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　本稿では、表 2 の 9 問の調査結果をもとに、児童
の三角形の面積に関する内容の現状と課題を明らか
にする。

（2）調査問題とその結果
① H19A 5（2）
　H19A 5（2）では、「次の図形の面積を求める式
と答えを書きましょう。」という問いの 1 つに、図
3 の三角形の面積を求める問題が設定されている。
この問題の正答は「式：6 × 4 ÷ 2、答え：12」で
あり、正答率は 89.5％であった。誤答としては、

「式：6 × 4、答え：24」が 6.2％であった。
② H21A 6
　H21A 6 は、図 4 のとき、三角形の面積を求める
式を書く問題となっている。この問題の正答は、

「4 × 6 ÷ 2」であり、正答率は 67.1％であった。誤
答 と し て は、「4 × 6」 が 8.2 ％、「7 × 6 ÷ 2」 が
2.4％、上記以外で「計算結果が 12 にならない○×
△÷ 2」が 5.2％であった。また、「計算結果が 12
にならない○×△÷ 2」には、「4 ×□÷ 2」や

「○× 4 ÷ 2」といった解答がみられたことが報告
されており、高さを正しく読み取ることができな
かった児童がいたことが予想される。
③ H22B 4
　H22B 4 は、平行四辺形と台形について対角線を
ひいたときにできる 2 つの三角形の面積の関係につ
いて探究する問題であり、平行四辺形のときに面積

表 2　三角形の面積に関する調査問題一覧（筆者作成）

問題番号 趣旨
H19A 5（2） 三角形の面積を求める公式を理解し、面積を求めることができるかどうかをみる。
H21A 6 三角形の面積を求めることができるかどうかをみる。
H22B 4 平行四辺形に対してなされた説明を解釈し、それを台形に適用して、示された面積が等し

いことの説明を言葉を用いて記述できるかどうかをみる。
H24A 5（2） 三角形の底辺と高さの関係について理解しているかどうかをみる。
H25B 3（2） 示された分け方で二つの三角形の面積が等しくなることを、言葉と数を用いて記述できる

かどうかをみる。
H28A 5 三角形の底辺と高さの関係について理解しているかどうかをみる。
H29A 5 高さが等しい平行四辺形と三角形について、底辺と面積の関係を理解しているかどうかを

みる。
R3 2（1） 三角形の面積の求め方について理解しているかどうかをみる。
R5 2（4） 高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係を基に面積の大小を判断し、その理由を

言葉や数を用いて記述できるかどうかをみる。

図 3　H19A 5（2）の問題

図 4　H21A 6 の問題
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が等しいことを確認したうえで、台形においても同
じ考え方で面積が等しくなることを説明する問題と
なっている。この問題では、「三角形⑥が、2 つの
三角形（三角形カキクと三角形ケキク）に共通して
いる」ことと、「三角形④と三角形⑤は、面積が等
しい三角形から共通の三角形⑥をひいたものであ
る」ことを記述することが正答の条件となってお
り、正答率は 33.5％であった。誤答では、「三角形
⑥が、2 つの三角形（三角形カキクと三角形ケキク）
に共通している」ことか、「三角形④と三角形⑤は、
面積が等しい三角形から共通の三角形⑥をひいたも
のである」ことのどちらか一方を記述している児童
が 11.2％となっている。また、解答類型 9 の「上記
以外の解答」が 19.7％、解答類型 0 の無解答が
21.8％であった。
④ H24A 5（2）
　H24A 5（2）は、図 6 の三角形アイウについて、
辺アイを底辺としたときの高さがどこになるかを選
択する問題である。この問題の正答は 4 であり、
正答率は 54.9％であった。1（辺イウを底辺とした

　

図 5　H22B 4 の問題

図 6　H24A 5（2）の問題
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ときの高さ）と解答した児童の割合が 11.3％、2
（辺アウを底辺としたときの高さ）と解答した児童
の割合が 24.1％、3 と解答した児童の割合が 7.5％
であった。以上から、三角形の底辺と高さの関係に
ついて理解することに課題があることが『H24 報告
書』において指摘されている。

⑤ H25B 3（2）
　H25B 3（2）は、長方形の面積を 4 等分する分
け方について探究する問題である。（2）では長方形
の対角線をひき、2 つの直角三角形に分けたうえで、
長方形の縦と横のそれぞれの中天にさらに線をひ
き、長方形を 4 つの三角形に分ける方法について、
できた三角形ウとエの面積が等しくなる理由をみ

図 7　H25B 3（2）の問題



− 31 −

人間研究　第 61 号　2025

て、三角形アとイの面積も等しくなることを説明す
る問題である。正答の条件は、次の A から C のい
ずれかで、それぞれ A ①、A ②のすべて、または
B ①、B ②のすべて、または C ①、C ②、C ③のす
べてを書いているものである。

A　 底辺と高さの具体的な長さを使って、面積
が等しくなることを書いている。

　A ①　 三角形アとイの底辺が、どちらも 2cm

であることを示す言葉と数
　A ②　 三角形アとイの高さが、どちらも 6cm

であることを示す言葉と数
B　 三角形アとイの面積を求めて、面積が等し

くなることを書いている。
　B ①　 三角形アとイのそれぞれの面積を求め

る式や言葉
　B ②　 三角形アとイの面積が、どちらも 6 ㎠

であることを示す言葉や数
C　 長方形の半分の直角三角形の面積を基に、

三角形アまたはイの面積を求めて、面積が
等しくなることを書いている。

　C ①　 三角形アとイを合わせた面積を求める
式や言葉

　C ②　 三角形アまたはイの面積を求める式や
言葉

　C ③　 三角形アとイの面積が、どちらも 6 ㎠
であることを示す言葉や数

　正答率は 42.8％であり、39.9％が A ①、A ②のす
べてを記述していた。誤答では、A ①、A ②、また
は B ①、B ②、または C ①、C ②、C ③を示そう
としているが、数値に誤りがあるものが 10.5％で
あった。『H25 報告書』では、三角形の底辺や高さ
に当たる長さを正確にとらえることができていない
ことが指摘されている。また、解答類型 9 の「上記
以外の解答」が 18.2％であり、『H25 報告書』では、
底辺や高さに着目していない解答（「長方形を半分
の半分にしているから」など）があったことが指摘
されている。解答類型 0 の無解答が 15.5％であっ
た。
⑥ H28A 5
　H28A 5 は、図 8 のような三角形アイウについて、
辺イウを底辺としたときの高さがどこになるかを選
択する問題であり、H24A 5（2）の類題である。
この問題の正答は 5 であり、正答率は 82.1％で

あった。1（辺アウを底辺としたときの高さ）と解
答した児童の割合が 1.2％、2（辺アイを底辺とし
たときの高さ）と解答した児童の割合が 2.6％、3

（辺イウを底辺としているが高さが三角形の内部に
のみある）と解答した児童の割合が 7.3％、4 と解
答した児童の割合が 4.6％であった。『H28 報告書』
では正答率が 82.1％であったことから、三角形の底
辺と高さの関係について理解できていること、3
と解答した児童が一定数いることから、高さが底辺
に対して垂直であることを理解できているが、高さ
は三角形の内部にのみあるものと捉えている児童が
いることが指摘されている。
⑦ H29A 5
　H29A 5 は、図 9 のような 2 本の平行線を使って
書かれた平行四辺形と 4 つの三角形について、平行
四辺形の半分の面積の三角形をすべて選択する問題
である。この問題の正答は 2 と 3 であり、正答率は

図 8　H28A 5 の問題

図 9　H29A 5 の問題
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67.2％であった。誤答では、2 と解答した児童は
9.3％、3 と解答した児童は 2.7％、4 と解答した児
童は 2.9％、1 または 1、2 と解答した児童は 2.0％、
1、2、3 または 2、3、4 または 1、2、3、4 と解答
した児童は 3.8％であった。『H29 報告書』では、高
さが等しい平行四辺形と三角形について、底辺と面
積の関係を理解することに課題があることを指摘し
ている。
⑧ R3 2（1）
　R3 2（1）は、図 10 の直角三角形の面積を求め
る式と答えを解答する問題である。正答は「式：

3 × 4 ÷ 2、答え：6」であり、正答率は 55.4％で
あった。誤答では、「式：3 × 4、答え：12」と解答
した児童が 8.4％であった。また、式を 5 × 3 ÷ 2
または 5 × 4 ÷ 2 と記述し、答えが 6 以外であった
児童が 5.2％、式を 5 × 3 または 5 × 4 と記述し、
答えが 6 以外であった児童が 3.1％、式を 3 × 4 ×
5 ÷ 2 または 3 × 4 × 5 と記述し、答えが 6 以外で
あった児童が 20.0％であった。詳細は表 3 の解答類
型のとおりである。
　解答類型の結果から、『R3 報告書』では次のこと
が報告されている。解答類型 1 ～ 3 の反応率の合計

図 10　R3 2（1）の問題

表 3　R3 2（1）の解答類型（国立教育政策研究所、2021b、p.40）
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が 55.9％であることから、三角形の底辺と高さを捉
え、三角形の面積を求める公式を用いて立式するこ
とができている。解答類型 4 ～ 6 の反応率の合計が
8.6％であることから、三角形の底辺と高さを捉え
ることはできているが、三角形の面積を求める公式
を適切に用いることはできていない。解答類型 7 ～
10 の反応率の合計は 8.3％であることから、斜辺を
底辺と捉え、三角形の底辺と高さの関係について理
解できていない。解答類型 11、12 の反応率の合計
が 20.1％であることから、三角形の面積を求める公
式について理解できていない。
⑨ R5 2（4）
　R5 2（4）は、図 11 のような幅の等しいテープ
でつくった 2 つの三角形の面積について、その関係
を正しく述べたものを選び、そのわけを記述する問
題である。この問題の正答は 3 で、わけについて
は、「①三角形おと三角形かの底辺の長さが等しい
ことを表す言葉や数、②三角形おと三角形かの高さ
が等しいことを表す言葉」の 2 つを記述しているこ
とが正答の条件となっている。正答率は 21.1％で
あった。解答類型をみると、1（おの面積のほうが
大きい。）を選択した児童が 5.5％、2（かの面積の
ほうが大きい）を選択した児童が 21.9％、3（おと
かの面積は等しい。）を選択した児童が 37.6％、4

（おとかの面積は、このままでは比べることができ
ない。）を選択した児童が 26.5％であった。2、3、4
を選択した児童の割合がそれぞれ 20％を超えてお
り、2 を選択した児童は図形の周りの長さが長くな
るほど面積が大きくなると、4 を選択した児童は底

辺と高さの関係から面積が等しくなることを見出す
ことができなかったと思われる。3 を選択した児童
のうち、正答とならなかった児童は 16.5％であり、
底辺がどちらも 3.2cm で等しいこと、高さはテープ
の幅がどこも同じだから等しいことのどちらか、も
しくはその両方を見出せなかったと考えられる。4
を選択した児童のうち、16.8％は高さについての具
体的な長さが示されていないことを指摘しており、
テープの幅が一定であることから高さが等しいこと
を見出せなかったと考えられる。

４．考察

　本稿で分析した全国学力・学習状況調査小学校算
数 の 調 査 問 題 の う ち、H19A 5（2）、H21A 6、
R3 2（1）に着目すると、三角形の面積の求め方に
ついての現状を捉えることができる。H19A 5（2）
では、底辺と高さが記された鋭角三角形の面積を求
める問題であったが、正答率が 89.5％と多くの児童
が三角形の面積を求めることができていた。H21A 

6 では、鈍角三角形がマス目のうえに書かれ、マ
ス目を数えることで底辺と高さを求め、三角形の面
積を求める問題であったが、正答率が 67.1％とな
り、H19A 5（2）と比べて正答率がおよそ 20％低
下している。誤答の分析の結果から、鈍角三角形と
なることで、底辺の 4cm は見出せているものの、
高さに当たる部分の長さが読み取れないことが明ら
かとなった。R3 2（1）では、3 辺の長さが書かれ
た直角三角形が、斜辺が水平になるように置かれた
図が示され、その三角形の面積を求める問題であっ
たが、正答率が 55.4％となり、H21A 6 からさらに
約 10％低下している。「5 × 3 ÷ 2」、「5 × 4 ÷ 2」、

「5 × 3」、「5 × 4」と解答した児童が 8.3％いたこと
から、三角形の底辺について、底辺と高さの関係よ
り、図の中で水平な辺を底辺と捉える児童が見られ
ることが明らかとなっている。さらに、「3 × 4 ×
5 ÷ 2」、「3 × 4 × 5」と解答した児童が 20.0％いた
ことから、3 辺に関する情報が示された場合、三角
形の面積が底辺と高さが分かれば求められるという
ことを理解できていない児童が多くみられることが
明らかとなった。
　三角形の底辺と高さの関係に着目すると、H22B 

4、H24A 5（2）、H25B 3（2）、H28A 5、H29A 図 11　R5 2（4）の問題
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5、R5 2（4）の問題から児童の現状がみられる。
　H24A 5（2）、H28A 5 では、鈍角三角形につい
て、H24A 5（2）では水平な辺ではない辺を底辺
としたときの高さを、H28A 5 では水平な辺を底辺
としたときの高さを求める問題であった。反応率を
比較すると、表 4 の通りとなる。この結果から、底
辺が水平でない位置における三角形の高さを見出す
ことに課題があり、その様子が調査問題の反応率に
も表れていることが明らかとなった。
　H29A 5、R5 2（4）では、2 本の平行線や幅の
等しいテープの内部にある三角形の面積について、
H29A 5 では平行四辺形の半分の面積となる三角形
を、R5 2（4）では 2 つの三角形の面積の関係につ
いて調べる問題となっていた。2 つの問題の結果を
みると、H29A 5 では鈍角三角形を面積の等しい三
角形と見出せなかった児童（2 と解答）が 9.3％、
R5 2（4）では底辺と高さが等しい鋭角三角形と鈍
角三角形について、鋭角三角形の方が面積が大きく
なると解答した児童（1 と解答）が 5.5％、鈍角三

角形の方が面積が大きくなると解答した児童（2 と
解答）が 21.9％であった。以上の結果から、児童は
底辺と高さが等しい鋭角三角形と鈍角三角形につい
て、面積が等しいことを見出せず、鈍角三角形の方
が面積が大きいと捉える児童が多いことが明らかと
なった。
　H22B 4 では、台形の対角線をひいてできる 2 つ
の三角形の面積が等しくなることを説明する問題、
H25B 3（2）では、長方形の 1 つの頂点から、向
かいの辺にある 2 つの中点を結んだ線および対角線
3 つの線で長方形を分けたときにできる 4 つの三角
形のうち、2 つの三角形の面積が等しくなることを
説明する問題であった。H22B 4 では、誤答の中で
多かったものとして、三角形⑥が共通しているこ
と、三角形④と⑤は面積が等しい三角形から共通の
三角形⑥をひいたものであることのどちらかが記述
できていない児童が 11.2％であったことがあげられ
ていた。H25B 3（2）では、数値を誤って説明し
た児童が 10.5％であったことがあげられていた。こ

　

図 12　H24A 5（2）の調査問題と H28A 5 の調査問題

表 4　H24A 5（2）と H28A 5 の解答類型と反応率（筆者作成）

解答類型 H24A 5（2） H28A 5
１　と解答しているもの 11.3％ 1.2％
２　と解答しているもの 24.1％ 2.6％
３（H28A 5）　と解答しているもの − 7.3％
３（H24A 5（2））／４（H28A 5）と解答しているもの 7.5％ 4.6％
４（H24A 5（2））／５（H28A 5）と解答しているもの ◎ 54.9％ ◎ 82.1％
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のような結果から、四角形の内部にある三角形に着
目したときに、その三角形の底辺と高さの関係を正
しく見出せていないと考えられる。また、H25B 3

（2）において面積が等しいと説明する 2 つの三角形
は、底辺が水平でなく、また、2 つの三角形は直角
三角形と鈍角三角形という組み合わせであった。こ
のような三角形の形状も、正答率に影響を与えてい
ると考えられる。

５．まとめと今後の課題

　本稿の目的は、小学校第 5 学年における三角形の
面積に関する児童の実態と課題を明らかにすること
であった。そのために、小学校学習指導要領解説を
もとに、図形領域における三角形を含む第 5 学年の
面積に関する内容とその取扱いを整理すし、これま
での全国学力・学習状況調査について、小学校算数
における第 5 学年三角形の面積の問題の結果を分析
した。そのうえで、それらの結果を比較すること
で、児童の三角形の面積に関する実態と課題を述べ
た。
　全国学力・学習状況調査における三角形の面積の
問題の結果から、次の 2 つの課題があると考えられ
る。1 つ目に、三角形の面積を求める問題において、
底辺が水平でない三角形の面積を求めることであ
る。調査結果の比較から、斜辺が水平である直角三
角形において 3 辺の長さが示された場合の面積を求
めることへの課題や、底辺が水平でない鈍角三角形
の高さを求めることについての課題が明らかとなっ
た。なお、この課題については、3 辺の長さがわ
かっていることによる三角形の面積の求め方への影
響や、後述する鈍角三角形の高さの理解に課題があ
ることも要因として考えられる。この点については
今後の調査問題などで検討されることが期待され
る。2 つ目に、鈍角三角形における底辺と高さの関
係を理解することへの課題である。底辺と高さが等
しい三角形の場合、鋭角三角形と鈍角三角形で面積
が異なり、鈍角三角形の方が面積が大きくなると捉
えている児童がいることが明らかとなった。
　本稿では、全国学力・学習状況調査の結果から三
角形の面積に関する課題を言及した。今後の課題
は、三角形の面積を求める問題への課題をより明ら
かにするための調査問題の検討と指導の改善のため

の提案をすることである。
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